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令和７年度一般会計補正予算（第７号）

重点支援地方交付金活用事業について
　重点支援地方交付金（令和７年度補正予算）の追加を受け、エネルギー・食料品価格等の物価高
騰の影響を受けた生活者および事業者に対して支援を行う。

【本町交付限度額：99,070千円（うち食料品特別加算分21,713千円）】

＜事業１＞
事　業　名：甲良町くらし応援券交付事業
事業内容：3/1時点本町に住民登録のある世帯　約2,700世帯を対象に、１世帯15,000円の道

の駅で使用できる商品券を交付　※お米などの食料品購入支援
商品券の使用は令和８年４月～12月
商品券の発送は令和８年４月初旬

事　業　費：約42,161千円

＜事業２＞
事　業　名：住民税非課税世帯重点支援給付
事業内容：令和６年度甲良町非課税世帯に対する物価高騰支援給付金の受給世帯（812世帯）

かつ、3/1時点で住民登録のある世帯に１世帯あたり１万円の給付金を支給する。
給付の時期は、令和８年４月（予定）

事　業　費：約8,300千円

＜事業３＞
事　業　名：上水道基本料金の免除
事業内容：令和８年４月～令和９年３月までの一年間、上水道基本料金を免除する。

主に一般家庭で使用する13、20、25㎜口径で2,617件を対象とする。
事　業　費：約49,424千円

＜事業４＞
事　業　名：各字公民館省エネ家電買換促進事業
事業内容：地域住民の身近な憩いの場であり、非常時には避難所としても使用する各字公民館

のエアコンを省エネ性能の高いものに更新することで、エネルギー価格高騰による
負担軽減を図る。補助額は、１施設50万円を上限とする

事　業　費：約6,000千円
事　業　総　額：　１０５，８８５，０００円
交付限度額：　　９９，０７０，０００円
一　般　財　源：　　　６，８１５，０００円

２月
臨時会注目注目注目注目 事業事業

可決
補正額　１億7,268万円　補正後予算額　48億8,988万円

重点支援地方交付金活用事業についてお知らせします。

資　料

　２月５日（木）に第１回臨時会を開催し、承認１件、議案２件、同意１件を審査した結果、

全て承認、可決、同意された。　　　
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議長議　員　名

賛否がわかれたもの 丸
山

西
澤

木
村
修

野
瀬

西
川

小
森

山
田

藤
居

木
村
誠

福
原

令和８年２月５日～

令和８年第１回　臨時会 2月5日審議結果

全　　員　　賛　　成

専決処分につき、承認を求めることについて（令和７年度　甲良町一般会計補正予算（第６号））

令和７年度甲良町一般会計補正予算（第７号）

甲良町監査委員の選任につき、同意を求めることについて　　　　　　　　阪東　佐智男氏（下之郷）

指定管理者の指定の議決内容の一部変更について ● 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 ● -

結果

可決

【賛成は〇、反対は●、議長は可否同数の場合のみ採決に加わる】

甲良町議会議員役職名簿

◎：委員長　〇：副委員長
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丸山　恵二

野瀬　欣　

西澤　伸明

西川　誠一

木村　誠治

西澤　伸明

○　木村　誠治

福原　守　

○　木村　修　

小森　正彦

○　藤居　吉也

野瀬　欣　

山田　光義

○　福原　守　

山田　光義

◎　西澤　伸明

藤居　吉也

◎　山田　光義

西川　誠一

◎　福原　守　

木村　修　

小森　正彦

◎　小森　正彦

西川　誠一

総 務 民 生

常 任 委 員 会

産業建設文教

常 任 委 員 会

予 算 ・ 決 算

常 任 委 員 会

議会運営委員会



ふるさと応援プロジェクト事業ふるさと応援プロジェクト事業

　ふるさと納税の寄附額増額をめざし返礼品

の改良や掘り起し、また本町の魅力のPR番

組制作、ハンドブックの作成。

（仮称）甲良町防災センター整備
基本構想・基本計画策定支援業務
（仮称）甲良町防災センター整備
基本構想・基本計画策定支援業務

　　　　　　　　　　　　　　　　　　７

　災害時において町行政を停滞させず業務を

継続するためには現在の本庁舎の老朽化およ

び狭小化の状況ではその役割が果たしきれな

い恐れがある。（仮称）甲良町防災センター

を整備するにあたり、防災センター機能と本

庁舎機能を合わせて整備することの可能性と

必要性に関しても調査し、本町に必要な施設

整備計画を策定する。

予算　403万円予算　403万円 予算　1,986万円予算　1,986万円

ここでは議会が注目した新年度の事業を７つピックアップして紹介

住宅対策事業（宅地用地確保事業）住宅対策事業（宅地用地確保事業）

　移住・定住促進のための住宅用地開発に係

る開発許可申請に伴い農振除外手続きおよび

地元協議を進める必要があるため、開発に係

る必要な資料作成、また今後の開発申請にお

いて資料作成・基本設計・測量業務について

コンサル業者を選定する。

甲良町イベント事業委託甲良町イベント事業委託

　行政、商工会、観光協会等で実行委員会を

立ち上げ町制70周年記念イベントの流れを

基本として秋ごろに開催予定で、2026年

の大河ドラマ「豊臣兄弟」で藤堂高虎公が登

場することから、出生地である甲良町として

も対外的にPRする場とする。

予算　3,494万円予算　3,494万円 予算　400万円予算　400万円

宅地用地視察 R7　こうら超まつり

建設予定地（公民館東側）

宅地用地視察 R7　こうら超まつり

建設予定地（公民館東側）

3月
定例会注目注目注目注目 事業事業事業今年の今年の今年の
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予算　878万円予算　878万円

地籍調査事業地籍調査事業

　現在、法務局にある公図（地図）は、大半

が明治時代の作成で境界や形状などが現実と

は異なっている場合が多い。地籍調査が実施

されることにより、法務局の登記簿記載が修

正され公図（地図）更新される。現在、金屋

地区が実施中。

甲良町総合防災マップ作成委託業務甲良町総合防災マップ作成委託業務

　最新の情報に合わせ、河川等の流水を流下

させる能力を超える洪水であっても町民の生

命を守り、甚大な被害を回避するため作成さ

れる。10月末に原案作成・公表。

予算　1,687万円予算　1,687万円 予算　594万円予算　594万円

子ども子育て応援事業委託（子どもの学力向上支援・保護者支援事業）子ども子育て応援事業委託（子どもの学力向上支援・保護者支援事業）

　令和７年度に実施した就学前の子どもの保

護者に対する調査においても、学力向上支援

施策や相談支援、保護者間の交流支援等のニ

ーズが示されたことから、本事業を継続的に

実施する。

令和８年３月定例会が、３月５日（木）から３月23日（月）までの会期で開催され、

令和８年度の予算は、予算・決算常任委員会に付託され審査が行われた。

地籍調査のようす

昨年の事業のようす

地籍調査のようす

昨年の事業のようす

現在の防災マップ現在の防災マップ

令和
８年度

厳しい財政のなかでの予算決まる厳しい財政のなかでの予算決まる厳しい財政のなかでの予算決まる
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Q　

歳
入
の
寄
付
金
の
ふ
る
さ
と

応
援
寄
付
金
に
つ
い
て
、
１
４
，

０
０
０
千
円
の
減
額
に
な
っ
た

が
、
返
礼
品
競
争
の
よ
う
に
な

り
、
返
礼
品
の
人
気
の
問
題
も
あ

る
が
、
町
の
ア
ピ
ー
ル
不
足
で
は

な
い
か
。

　
Ａ　

返
礼
品
に
重
き
を
置
い
て
い

た
が
、
令
和
８
年
度
は
町
の
Ｐ
Ｒ

を
強
化
し
た
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
放

送
な
ど
の
活
用
や
イ
ベ
ン
ト
会
場

で
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

Q　

国
庫
補
助
金
の
デ
ジ
タ
ル
基

盤
改
革
支
援
補
助
金
２
９
，
２
３

２
千
円
に
つ
い
て
、
標
準
化
に
伴

う
国
の
交
付
金
と
一
致
す
る
の

か
。

　

ま
た
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

は
、
自
治
体
負
担
か
。

Ａ　

標
準
化
に
か
か
る
デ
ー
タ
移

行
が
対
象
で
、
令
和
８
年
度
に
本

稼
働
を
迎
え
る
シ
ス
テ
ム
分
と
そ

れ
に
伴
う
パ
ソ
コ
ン
、
プ
リ
ン
タ

設
定
経
費
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。

Q　

国
民
健
康
保
険
税
の
当
初
予

算
額
の
前
年
と
の
差
額
２
５
，
５

８
１
千
円
は
、
県
の
統
一
化
に
向

け
た
改
正
分
と
子
ど
も
子
育
て
支

援
金
の
加
算
分
か
。

　

ま
た
、
世
帯
数
お
よ
び
収
納
額

の
推
移
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
に

比
べ
て
令
和
６
年
は
減
と
な
っ
て

お
り
、
課
税
の
対
象
と
な
る
世
帯

が
減
っ
て
い
る
と
思
う
が
状
況
・

見
解
は
。

Ａ　

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、
世
帯
数
、
被
保
険
者
数

も
減
少
し
、
人
口
減
少
し
て
い
る

が
低
所
得
者
の
高
齢
者
が
増
え
て

お
り
、
働
き
盛
り
の
人
が
国
保
か

ら
社
会
保
険
に
切
り
替
わ
る
の
が

要
因
と
の
こ
と
。

Q　

後
期
高
齢
者
の
医
療
保
険
料

の
令
和
８
年
の
当
初
予
算
が
令
和

７
年
度
と
比
べ
て
１
６
，
３
０
０

千
円
増
額
だ
が
理
由
は
。

Ａ　

国
民
健
康
保
険
と
同
じ
で
、

子
ど
も
子
育
て
支
援
金
分
と
医
療

の
高
度
化
や
診
療
報
酬
の
改
定
が

あ
り
、
全
体
の
医
療
費
が
増
え
納

付
金
と
し
て
納
め
る
額
が
増
え
る

た
め
、
納
付
金
の
財
源
と
な
る
保

険
料
も
増
額
と
な
る
。

Q　

現
在
の
配
水
池
の
日
量
と
、

有
収
率
の
状
況
と
何
％
引
き
上
げ

か
。

Ａ　

配
水
池
能
力
７
，
１
０
０
ｔ

に
対
し
、
甲
良
町
全
域
で
一
日
当

た
り
２
，
５
０
０
ｔ
か
ら
２
，
６

０
０
ｔ
が
冬
場
の
数
値
で
、
夏
場

に
つ
い
て
は
３
，
０
０
０
ｔ
を
超

え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
た

め
、
最
大
２
，
８
０
０
ｔ
前
後
程

度
が
実
績
値
に
な
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
有
収
率
に
つ
い
て
は
人

口
減
少
を
含
め
、
施
設
管
理
を
し

な
が
ら
漏
水
調
査
を
し
て
い
る

が
、
昨
年
決
算
時
84
％
弱
で
あ

り
、
甲
良
町
と
同
規
模
同
施
設
が

85
％
程
度
の
た
め
、
徐
々
に
年
１

％
ず
つ
上
げ
て
い
き
85
％
を
目
標

に
す
る
。

※
有
収
率
と
は
、
供
給
し
た
総
給

水
量
の
う
ち
、
料
金
徴
収
で
き

た
量
｟
有
収
水
量
｠
の
割
合
。

３月11日（水）、12日（木）に開催された予算決算常任委員会での主な質疑を掲載３月11日（水）、12日（木）に開催された予算決算常任委員会での主な質疑を掲載

予算決算常任委員会Q＆A

　

ま
た
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に

つ
い
て
は
新
た
な
補
助
金
の
話
が

あ
る
が
、
計
画
を
作
っ
て
か
ら
補

助
金
が
出
る
た
め
当
初
予
算
に
計

上
は
な
い
。

Q　

土
木
費
の
事
業
費
が
落
ち
て

き
て
い
る
が
、
地
元
業
者
育
成
の

面
か
ら
事
業
を
つ
く
る
べ
き
で

は
。　

Ａ　

社
会
資
本
整
備
事
業
補
助
金

の
範
囲
を
超
え
て
は
事
業
を
行
わ

ず
、
緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
取

り
か
か
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

大
き
い
工
事
に
つ
い
て
は
入
札
だ

が
、
２
０
０
万
円
ま
で
の
工
事
に

つ
い
て
は
随
意
契
約
で
、
地
元
業

者
で
見
積
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。
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【賛成は〇、反対は●、議長は可否同数の場合のみ採決に加わる】

※公営企業については、収入支出が同額でないため、支出ベースで記載。

令和８年度各会計当初予算

△ 3.9%

3.2%

△ 15.8%

5.1%

18.6%

4.9%

3.6%

9.9%

△ 2.4%

△ 6.2%

△ 3.2%

△ 11.4%

0.6%

△ 0.8%

4,343,329

925,892

1,925

1,054,862

104,408

2,087,087

647,296

313,880

333,416

277,007

174,936

102,071

924,303

7,354,719

4,175,000

955,288

1,621

1,108,640

123,839

2,189,388

670,593

345,082

325,511

259,713

169,300

90,413

930,306

7,294,694

特
　
別
　
会
　
計

公
　
営
　
企
　
業
　
会
　
計

総　予　算　合　計

収　　益

資　　本

収　　益

資　　本

（単位：千円）

議長議　員　名

賛　　　否 丸
山

西
澤

木
村
修

野
瀬

西
川

小
森

山
田

藤
居

木
村
誠

福
原

一般会計予算

国民健康保険特別会計予算

墓地公園事業特別会計予算

介護保険事業特別会計予算

後期高齢者医療事業特別会計予算

下水道事業会計予算

水道事業会計予算

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

〇

〇

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

●

〇

●

●

●

〇

－

－

－

－

－

－

－

結果

可決

特 別 会 計 予 算 合 計

令和８年度 令和７年度 増減率会 　 計 　 ・ 　 区 　 分

一 　 般 　 会 　 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

墓 地 公 園 事 業 特 別 会 計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

後期高齢者医療事業特別会計

下 水 道 事 業 会 計

水 道 事 業 会 計

公営企業会計予算合計

審議結果
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議長議　員　名

賛否がわかれたもの 丸
山

西
澤

木
村
修

野
瀬

西
川

小
森

山
田

藤
居

木
村
誠

福
原

令和８年３月定例会 ３月５日～３月23日審議結果

氏  名：加藤　貴也

生年月日：昭和47年８月13日　　住所：滋賀県守山市　　最終学歴：広島大学

経　　歴：平成９年に滋賀県庁に入庁。人事課、郵政省近畿郵政局、林務緑政

課、農政課、南部土木事務所、監理課、循環社会推進課、総合病院を

歴任。

あいさつ：副町長という要職をお預かりし、決意を新たにしております。これま

で培ってきた行政実務の経験を生かし、寺本町長をお支えするととも

に、職員の皆さんと力を合わせ、町民の皆様のため全力を尽くしてま

いります。よろしくお願いいたします。

副町長　選任　　令和８年４月１日～

  か とう　　たかなり

全　　員　　賛　　成

甲良町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

甲良町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例

甲良町介護保険条例の一部を改正する条例  

甲良町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例

甲良町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例

甲良町消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 

甲良町社会教育委員設置に関する条例の一部を改正する条例 

令和７年度　甲良町一般会計補正予算（第８号）

甲良町教育委員会委員の任命につき、同意を求めることについて　　　　　　　近藤　敬彦氏（北落）

甲良町議会会議規則の一部を改正する規則（案）

甲良町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

甲良町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 

令和７年度  甲良町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

副町長の選任につき、同意を求めることについて　加藤　貴也氏

〇

〇

〇

〇

●

〇

●

〇

〇

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

●

●

●

-

-

-

-

結果

可決

可決

可決

同意

【賛成は〇、反対は●、議長は可否同数の場合のみ採決に加わる】
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◎印の質問を掲載しています。◎印の質問を掲載しています。

ページ 質問事項 質問議員

10

11

12

13

14

15

山田　光義
やま　だ　　　みつよし

木村　誠治
　き　むら　　せい　じ

木村　　修
　き　むら　　　　おさむ

一
質
般
問
町政のここが知りたい！

聞きたい！
町政のここが知りたい！

聞きたい！
　一般質問とは、議員の日常活動と調査・研究・住民の声や自身の考え方をもとに、
町長などに方針を問うものです。

◎農業経営の安定化と気候変動対応について

◎経済構造と人権理解を踏まえた人権教育の在り方について

◎町長公約のその後の検証について

◎教育行政について

◎広報こうらの空家・空地バンクについて

◎甲良町空家等対策計画について

・保健福祉センターについて

・総合運動公園について

・道の駅について

◎ふるさと納税について

◎企業誘致について

・空き家・空き地バンクについて

◎呉竹公営住宅の移転について

◎両地域総合センターの児童生徒人権推進事業について

・保・幼・小・中学校での子どもたちへの人権学習について

・帯状疱疹予防ワクチン接種について

◎学校給食無償化の継続について

◎住民による清掃作業負担について

・重点支援地方交付金活用事業の具体化について

・町立図書館の維持管理について

・新ごみ処理施設整備事業について

・「戦争させない・平和の心」を大切にした取組みを

西澤　伸明
にしざわ　　のぶあき

藤居　吉也
ふじ　い　　　きち　や

西川　誠一
にしかわ　　せいいち
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大豆被害圃場

対話集会

　
　

近
年
の
農
業
は
、
気

候
変
動
に
よ
る
収
量
の
不

安
定
、
資
材
価
格
高
騰
、

担
い
手
不
足
な
ど
大
き
く

変
化
し
て
い
る
。

　

特
に
水
田
農
業
に
お
い

て
は
主
食
用
米
に
依
存
す

る
経
営
は
将
来
的
リ
ス
ク

も
大
き
い
。
町
と
し
て
収

量
変
動
リ
ス
ク
や
作
物
選

択
、
営
農
継
続
へ
の
影
響

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
。

　
　
令
和
７
年
産
は
猛
暑

と
雨
不
足
に
よ
り
米
は
品

質
低
下
、
大
豆
は
収
量
が

減
少
し
壊
滅
的
な
地
域
も

あ
っ
た
。
米
の
数
量
は
平

年
並
み
だ
が
一
等
米
比
率

が
低
下
し
、
大
豆
は
基
準

収
量
を
大
き
く
下
回
る
団

体
が
多
数
あ
っ
た
。
価
格

は
一
時
高
騰
し
た
が
今
後

は
下
落
見
込
み
で
あ
り
、

高
温
耐
性
・
多
収
新
品
種

へ
の
転
換
が
必
要
と
認
識

し
て
い
る
。

　
　

近
年
、
人
権
問
題
は

個
人
意
識
だ
け
で
な
く
、

雇
用
環
境
、
所
得
格
差
、

生
活
基
盤
な
ど
社
会
構
造

と
も
関
係
す
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
の
情
報
環
境
に
よ
り
先

入
観
や
思
い
込
み
も
生
じ

や
す
い
。
こ
の
よ
う
な

中
、
経
済
状
況
や
社
会
構

造
と
人
権
の
関
係
に
つ
い

て
本
町
で
は
ど
の
よ
う
な

観
点
で
教
育
が
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。

　 

社
会
情
勢
の
変
化
が

あ
ろ
う
と
も
、
い
か
な
る

場
で
も
人
権
は
保
障
さ
れ

る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

本
町
で
は
人
と
関
わ
り
な

が
ら
生
き
る
社
会
の
中
で
、

自
分
も
他
者
も
大
事
に
し
、

異
な
る
価
値
観
や
背
景
を

持
つ
人
の
立
場
に
立
っ
て

考
え
ら
れ
る
人
づ
く
り
を

目
指
し
た
人
権
教
育
を
行

っ
て
い
る
。

木村　誠治 議員

一般質問一般質問

　 

人
権
教
育
の
現
状
は

　

思
い
や
り
重
視
の
人
権
教
育

耐候性品種への転換が必要

気候変動と
農業への影響認識は
気候変動と
農業への影響認識は
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木村　修 議員

　
　

産
業
集
積
地
｟
旧
大

林
組
土
地
｠
の
進
捗
状
況

は
。

　

ま
た
、
当
初
の
方
法
に

戻
し
町
単
独
事
業
と
し
て

再
考
し
て
は
ど
う
か
。

　

防
災
セ
ン
タ
ー
の
建

設
・
尼
子
駅
前
住
宅
用
地

創
出
事
業
計
画
の
進
捗

は
。

　

 
産
業
集
積
地
は
、
県

事
業
の
候
補
地
か
ら
外
れ

た
た
め
、
滋
賀
県
産
業
立

地
課
と
定
期
的
な
面
談
を

行
い
、
用
地
に
関
す
る
手

続
き
・
手
法
等
の
確
認
、

進
捗
管
理
を
今
現
在
行
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
選
ば
れ
た
３
候

補
地
の
県
事
業
と
は
別
に

個
別
に
県
の
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
る
。
選
考
に
漏
れ
て
い

る
時
点
で
町
の
単
独
事
業

で
あ
る
。

　
防
災
セ
ン
タ
ー
は
、
令

和
８
年
度
で
基
本
構
想
と

基
本
計
画
を
一
括
発
注
し
、

実
施
計
画
を
作
成
す
る
。

尼
子
駅
宅
地
開
発
は
、
現

在
受
益
除
外
の
法
的
な
手

続
き
が
完
了
し
、
県
営
か

ん
が
い
排
水
事
業
の
計
画

変
更
の
確
定
が
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
、
農
振
除
外
の
申

請
手
続
き
・
基
本
設
計
委

託
に
向
け
設
計
図
書
の
作

成
中
で
す
。

　
就
任
し
て
２
年
ち
ょ
っ

と
だ
が
一
歩
一
歩
着
実
に

進
ん
で
い
る
と
思
っ
て
い

る
。
尼
子
駅
前
宅
地
は
必

ず
で
き
る
と
確
信
し
て
い

る
。

　
　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
・

夜
間
中
学
と
は
。
町
内

小
・
中
学
校
に
お
け
る
不

登
校
、
い
じ
め
の
増
減
は

｟
不
登
校
を
調
べ
た
ら
、

２
０
２
４
年
度
で
不
登
校

３
５
万
４
，
０
０
０
人
／

全
国
、
い
じ
め
は
７
６
万

９

，
０

０

０

人

／

全

国
｠
。

　

園
・
学
校
の
統
合
の
進

捗
は
。

　 

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と

は
、
不
登
校
の
子
ど
も
達
、

学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も

達
に
学
び
の
場
を
提
供
す

る
民
間
施
設
。
夜
間
中
学

と
は
夜
間
に
中
学
校
の
全

教
科
を
学
ぶ
事
が
で
き
、

卒
業
資
格
が
得
ら
れ
る
学

校
の
事
で
す
。

　
町
内
小
学
校
は
不
登
校

も
い
じ
め
も
減
、
中
学
校

は
不
登
校
も
い
じ
め
も
増

で
若
干
増
え
て
い
る
。
中

学
校
に
お
い
て
は
子
ど
も

達
の
状
況
を
見
て
対
応
し

て
い
る
。

　
園
に
お
い
て
は
統
合
予

定
を
し
て
る
が
、
小
・
中

学
校
に
お
い
て
は
考
え
て

な
い
。
そ
の
ま
ま
持
続
し

て
い
く
方
が
少
人
数
の
学

習
が
で
き
る
な
ど
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
い
。

一般質問一般質問

　 

町
内
小
・
中
学
校
に
お
け
る

不
登
校
・
い
じ
め
問
題
の
増
減
は

　

小
学
校
で
は
不
登
校
も
い
じ
め
も
減
・

中
学
校
で
は
不
登
校
も
い
じ
め
も
増

一歩一歩着実に進んでいるし、
尼子駅前宅地は必ず出来ると確信している

町長の公約の
その後を検証する
町長の公約の
その後を検証する
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甲良町空家住宅等除却
支援事業補助金交付要綱

甲良町空家・空地情報
登録制度要綱

　
　

「
甲
良
町
空
家
・
空

地
情
報
登
録
制
度
要
綱
」

で
は
、
空
地
と
は
町
内
に

存
す
る
空
地
で
個
人
が
所

有
し
、
現
に
利
用
し
て
い

な
い
土
地
で
あ
っ
て
、
個

人
が
居
住
を
目
的
と
し
た

建
物
を
建
築
す
る
こ
と
が

で
き
る
土
地
を
い
う
。
地

目
は
宅
地
に
限
定
す
る
。

た
だ
し
、
空
家
に
付
随
す

る
場
合
こ
の
限
り
で
な
い

と
あ
る
が
、
農
地
が
登
録

さ
れ
て
い
る
の
は
ど
う
し

て
か
。

　
　
要
綱
の
中
に
あ
る
た

だ
し
書
の
部
分
、「
た
だ

し
、
空
家
に
付
随
す
る
場

合
は
こ
の
限
り
で
な
い
」

と
い
う
と
こ
ろ
で
、
農
地

付
空
家
に
つ
い
て
も
、
本

町
の
空
家
・
空
地
登
録
情

報
制
度
の
中
で
活
用
を
し

て
い
る
が
、
下
之
郷
の
農

地
の
１
件
に
つ
い
て
は
、

農
地
の
み
の
取
り
扱
い
を

し
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
の
で
、

今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
に
課
内
で
共

有
し
て
い
く
。

※

国
、
県
の
施
策
で
農
地

中
間
管
理
機
構
と
い
う

団
体
を
作
ら
れ
、
兼
業

農
家
等
で
リ
タ
イ
ア
さ

れ
て
出
て
き
た
農
地
を

集
積
し
て
、
営
農
組
合
、

認
定
農
業
者
等
に
機
構

を
通
じ
て
農
地
を
貸
す

と
い
う
仕
組
み
を
作
っ

た
。

　
農
地
を
集
約
す
る
こ

と
に
よ
り
営
農
の
効
率

化
を
図
り
、
ま
た
、
耕

作
放
棄
地
等
を
出
来
る

だ
け
防
止
す
る
と
い
う

目
的
に
対
し
、
町
の
空

地
バ
ン
ク
で
、
現
在
機

構
と
契
約
し
て
い
る
農

地
を
扱
う
と
い
う
の
は

問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

　
　

甲
良
町
空
家
等
対
策

計
画
で
空
家
の
状
況
と
し

て
、
令
和
５
年
度
に
１
６

２
件
と
な
っ
て
い
た
が
、

現
在
の
状
況
は
。

　

ま
た
、
甲
良
町
空
家
住

宅
等
除
却
支
援
事
業
補
助

金
の
支
援
内
容
と
そ
の
利

用
状
況
は
。

　
　
令
和
５
年
の
調
査
以

降
、
厳
密
な
推
移
に
つ
い

て
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

令
和
５
年
の
調
査
で
空
家

の
１
６
２
件
の
内
、
特
定

空
家
が
３
件
あ
り
、
ま
た
、

令
和
７
年
に
１
件
判
定
さ

れ
合
計
４
件
に
な
り
、
そ

の
内
１
件
が
除
却
さ
れ
た
。

　
特
定
空
家
の
除
却
支
援

と
し
て
は
、
対
象
経
費
の

５
分
の
１
、
上
限
50
万
円

を
補
助
。
特
定
空
家
以
外

の
空
家
は
除
却
費
用
の
20

％
、
40
万
円
が
上
限
で
す
。

実
績
と
し
て
令
和
６
年
１

件
、
令
和
７
年
に
２
件
と

な
っ
て
い
る
。

藤居　吉也 議員

一般質問一般質問

　 

空
家
等

　
　
対
策
計
画
に
つ
い
て

　

特
定
空
家
、
そ
れ
以
外
の

　 

空
家
に
対
し
除
却
の

補
助
金
あ
り

空家に付随する場合農地も登録可能

「愛のりタクシー」
の今後は
甲良町空家・
空地バンク農地登録について

─ 12 ─
こうら議会だより 第114号



　
　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、

町
と
し
て
一
番
有
難
い
納

税
だ
が
年
々
下
が
っ
て
い

る
。

　

豊
郷
町
は
約
５
億
円
、

彦
根
市
も
大
分
増
え
て
い

る
。
寄
附
額
増
収
に
向
け

て
新
し
い
返
礼
品
開
発
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
返
礼
品
の
一
番
は
キ

ヌ
ヒ
カ
リ
10
㎏
で
し
た
。

令
和
７
年
10
月
に
、
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
課
題

の
整
理
、
目
標
額
の
設
定
、

Ｐ
Ｒ
方
法
等
の
検
討
を
し

て
い
る
。
６
月
に
は
近
江

牛
の
返
礼
品
提
供
店
が
再

開
予
定
で
大
い
に
期
待
し

て
い
る
。

　
　

進
出
企
業
は
何
社

で
、
企
業
誘
致
の
引
き
合

い
は
何
社
あ
っ
た
か
。
半

導
体
産
業
は
無
理
で
も
政

府
の
地
域
未
来
戦
略
本
部

に
過
疎
の
町
を
救
う
要

望
、
陳
情
を
積
極
的
に
町

長
、
課
長
も
強
く
訴
え
て

ほ
し
い
。

　

 

法
人
税
設
立
届
を
出

し
た
企
業
は
５
社
で
、
誘

致
企
業
の
引
き
合
い
は
残

念
な
が
ら
な
か
っ
た
。
町

と
し
て
大
き
な
課
題
な
の

で
県
に
は
新
し
い
副
知
事

に
も
引
き
続
き
お
願
い
し

て
い
る
。
国
に
も
地
元
国

会
議
員
を
通
じ
て
常
々
お

願
い
し
て
い
る
。

西川　誠一 議員

一般質問一般質問

　

 

新
規
オ
ー
プ
ン
企
業
は

何
社
あ
っ
た
か

　

法
人
設
立
企
業
は
５
社

２月末で607万円、６月頃から近江牛を再開

「愛のりタクシー」
の今後は
ふるさと納税の
現況と展望は
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呉
竹
公
営
住
宅
｟
４

軒
｠
の
移
転
に
つ
い
て
、

数
年
前
か
ら
の
住
宅
問
題

で
あ
る
。

 

方
向
が
ど
の
よ
う
に
動

い
て
い
る
の
か
、
こ
の
住

宅
問
題
を
解
決
す
る
こ
と

は
、
同
対
事
業
の
本
当
の

後
始
末
だ
と
思
う
。
平
地

に
し
た
後
の
東
川
原
公
営

住
宅
の
後
地
に
つ
い
て
の

進
捗
は
。

　
　
現
在
の
呉
竹
東
川
原

の
公
営
住
宅
の
４
軒
の
移

転
に
つ
い
て
、
令
和
６
年

度
に
議
会
で
も
報
告
し
た

が
、
そ
の
４
軒
と
も
移
転

に
つ
い
て
は
承
諾
を
得
て

い
る
。
２
軒
が
公
営
住
宅
、

２
軒
が
旧
の
改
良
住
宅
へ

移
転
す
る
。
旧
の
改
良
住

宅
は
そ
の
ま
ま
入
れ
る
状

態
で
は
な
い
の
で
、
改
修

工
事
の
見
積
も
り
中
で
す
。

 

あ
の
４
軒
を
除
却
し
た

土
地
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
は
、
前
の
議
会
で
報
告

し
た
通
り
だ
が
、
国
の
方

に
も
除
却
費
用
の
補
助
金

を
出
し
て
貰
え
る
よ
う
に

要
望
活
動
を
町
長
を
先
頭

に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
令
和
８
年
度
か
ら
国
の

動
き
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
町
長
と
し
て
も
１
つ

ず
つ
き
れ
い
に
し
た
い
。

　
　

昨
年
の
12
月
で
人
権

三
法
｟
障
害
者
差
別
解
消

法
・
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解

消
法
・
部
落
差
別
解
放
推

進
法
｠
が
10
年
目
を
迎
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

本
町
に
は
同
和
地
区
が

あ
り
、
地
域
の
活
動
に
よ

っ
て
こ
の
法
律
が
活
か
さ

れ
る
と
思
う
。

　

解
放
の
拠
点
の
両
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
児
童
・
生

徒
の
人
権
推
進
事
業
｟
町

補
助
金
｠
の
事
業
内
容
、

成
果
と
課
題
は
。

　

ま
た
、
部
落
差
別
を
な

く
す
人
材
育
成
が
な
さ
れ

て
い
る
の
か
、
両
セ
ン
タ

ー
の
専
門
員
の
位
置
付
け

は
。

　
　
長
寺
セ
ン
タ
ー
は
部

落
解
放
小
６
合
宿
を
青
年

達
が
指
導
者
と
な
り
、
本

質
的
な
差
別
解
消
を
め
ざ

し
、
長
寺
子
ど
も
を
守
り

育
て
る
会
等
の
メ
ン
バ
ー

で
仲
間
づ
く
り
や
人
権
感

覚
の
向
上
を
図
る
た
め
、

講
義
や
地
域
内
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い

る
。
呉
竹
セ
ン
タ
ー
は
小

５
・
小
６
・
中
３
の
解
放

合
宿
を
、
小
５
は
地
域
の

先
人
の
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
と
い
う
形
で
学
び
、

小
６
合
宿
は
指
導
者
に
よ

る
人
権
劇
か
ら
色
々
な
角

度
で
学
習
し
て
い
る
。

　
中
３
は
近
隣
高
校
の
先

生
か
ら
具
体
的
な
高
校
の

話
を
聞
い
て
自
分
の
進
路

に
つ
い
て
、
見
つ
め
る
取

り
組
み
を
中
心
に
行
っ
て

い
る
。
成
果
は
部
落
差
別

を
は
じ
め
と
す
る
差
別
の

現
実
を
学
び
、
仲
間
づ
く

り
の
大
切
さ
を
学
校
生
活

に
活
か
す
事
が
で
き
て
い

る
。
課
題
は
全
体
的
に
参

加
率
が
下
が
っ
て
い
る
状

況
で
す
。

　

今
後
は
開
催
時
期
の

見
直
し
や
、
参
加
呼
び
か

け
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
指
導

者
不
足
に
つ
い
て
は
親
の

参
加
協
力
や
合
宿
を
経
験

し
た
高
校
生
ら
の
勧
誘
を

図
る
。

　
専
門
員
（
教
員
）
は
地

域
の
教
員
と
し
て
セ
ン
タ

ー
の
職
員
と
一
緒
に
課
題

に
向
き
合
い
協
議
を
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

山田　光義 議員

一般質問一般質問

　
　

両
セ
ン
タ
ー
の
児
童
生
徒

人
権
推
進
事
業
に
つ
い
て

　

 

子
ど
も
を
守
り
育
て
る
会
を
中
心
に
部
落

　

 

解
放
小
６
合
宿
（
長
寺
）
小
５
・
６
・

　

 

中
３
合
宿
（
呉
竹
）
を
開
催
し
て
い
る

呉竹東川原の公営住宅の４軒とも
移転については承諾を得ている

呉竹公営住宅の
移転について
呉竹公営住宅の
移転について

─ 14 ─
こうら議会だより 第114号



西澤　伸明 議員

　
　

学
校
給
食
費
の
無
償

化
は
、
本
町
が
先
陣
を
切

り
、
感
謝
の
声
も
大
き

く
、
県
下
で
も
実
施
す
る

自
治
体
が
増
え
、
こ
の
要

望
に
押
さ
れ
、
国
が
や
っ

と
令
和
８
年
度
か
ら
小
学

校
に
つ
い
て
補
助
を
出
す

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
制

度
の
概
要
の
説
明
を
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
法
で

保
護
者
の
負
担
と
す
る
法

律
が
あ
り
な
が
ら
、
政
府

と
し
て
は
、
保
護
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
に
自

治
体
に
交
付
し
、
徴
収
し

な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

法
律
上
、
実
質
的
に
は
制

限
が
な
く
な
っ
て
く
る
の

で
、
中
学
校
に
つ
い
て
も
、

ぜ
ひ
無
償
化
を
継
続
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
ど
う
か
。

　
　
子
育
て
支
援
に
取
り

組
む
自
治
体
を
支
援
す
る

観
点
か
ら
、
都
道
府
県
を

通
じ
市
町
に
配
分
さ
れ
る
。

国
２
分
の
１
、
県
２
分
の

１
。
交
付
基
準
額
は
１
か

月
１
人
５
，２
０
０
円
の

11
か
月
。
本
町
の
給
食
費

は
、
今
年
４
月
か
ら
月
５
，

２
０
０
円
に
な
る
こ
と
か

ら
、
保
護
者
の
徴
収
は
な

い
。

　
ま
た
、
中
学
校
の
無
償

化
に
つ
い
て
議
員
の
考
え

も
分
か
る
が
、
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、
令
和
９
年

度
で
い
っ
た
ん
終
わ
る
と

決
定
し
て
い
る
。
た
だ
、

国
が
今
後
中
学
校
に
も
無

償
化
を
や
っ
て
い
た
だ
く

の
で
あ
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

　
　

住
民
の
皆
さ
ん
に
よ

る
清
掃
作
業
、
特
に
川
ざ

ら
い
に
つ
い
て
、
去
年
、

在
士
の
区
長
さ
ん
か
ら
要

望
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
虎
公
園
の
前
、
業
務
ス

ー
パ
ー
か
ら
尼
子
川
の
在

士
か
ら
尼
子
の
領
域
ま
で

の
間
、
石
積
み
が
あ
る

が
、
区
民
が
だ
ん
だ
ん
高

齢
に
な
り
朝
８
時
か
ら
始

ま
っ
て
、
終
わ
っ
た
の
が

12
時
過
ぎ
て
い
た
。
泥
上

げ
、
脇
の
雑
草
、
石
積
み

の
間
に
生
え
た
雑
草
の
除

去
は
大
変
で
あ
る
。
「
せ

せ
ら
ぎ
遊
園
の
ま
ち
づ
く

り
」
と
し
て
整
備
し
て
き

た
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
れ

は
ぜ
ひ
町
の
作
業
と
し
て

位
置
づ
け
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
町
の
責
任
で
清

掃
す
る
こ
と
の
検
討
を
お

願
い
し
た
い
。

　
　
せ
せ
ら
ぎ
遊
園
の
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
整
備
し

て
き
た
が
、
ご
指
摘
の
と

お
り
、
そ
れ
が
負
担
に
な

っ
て
い
る
の
は
認
識
し
て

い
る
。
基
本
は
農
地
の
維

持
に
付
随
す
る
用
水
路
の

管
理
は
ダ
ム
事
務
所
で
あ

り
、
区
長
さ
ん
、
農
村
ま

る
ご
と
の
代
表
と
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

一般質問一般質問

　 

町
事
業
で
整
備
さ
れ
た

川
掃
除
は
町
の
責
任
で

　

一
度
、
関
係
者
で
相
談
し
た
い

令和10年度以降の中止を決定している

中学校も
給食無償化の継続を
中学校も
給食無償化の継続を
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　令和８年４月１日より、教育委員に就任いたしまし

た。全てのことから気付き学ぶことを日々意識し、皆

様と共により良い甲良町を築いていきます。

なお、都合により日程

が変更になる場合が

あります。

会期日程、議会会議録

などは、ホームページ

でも公開しています。

※事前申し込みは不要です。

氏　名　　近藤　敬彦さん
こんどう　　たかひこ

（北落）

き

が

と

あ

　

議
員
生
活
も
２
年
が
経
過
し
、
本
町
の
経
済
状
況
や
、
少

子
高
齢
化
、
過
疎
地
域
な
ど
の
課
題
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
考

え
る
機
会
を
得
た
時
間
で
し
た
。

　

私
は
、
甲
良
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
間
と
し
て
、
町
内
の

子
ど
も
の
出
生
率
の
低
下
、
そ
れ
に
伴
い
、
小
学
校
に
入
学

す
る
子
ど
も
が
年
々
減
少
し
て
い
く
な
ど
、
寂
し
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。
在
住
の
高
齢
者
の
方
や
、
町
を
支
え
る
人
材
の

確
保
、
活
気
あ
る
甲
良
町
に
し
た
い
。
そ
ん
な
思
い
を
強
く

持
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
課
題
の
一
つ
ひ
と
つ
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を

聴
か
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
町
行
政
に
声
を
届
け
、
形
あ
る

も
の
に
す
る
必
要
性
を
切
に
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

甲
良
町
は
、
農
村
地
帯
の
広
が
る
歴
史
あ
る
き
れ
い
な
町

で
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
が
、
よ
り
安
心
で
住
み
や
す
い
町

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

｟
福
原　

守
｠

発
行
責
任
者
　
　
　
　
　
議　
　

長　

丸
山　

恵
二

議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
委　

員　

長　

小
森　

正
彦

副
委
員
長　

福
原　
　

守

委　
　

員　

山
田　

光
義

藤
居　

吉
也

木
村　

誠
治

６月定例会の予定
～議会を傍聴してみませんか～

月　日 内　容

6月12日

5日

8日

9日

16日

全員協議会

開会・一般質問

一般質問（予備日）

委員会（予備日）

閉会

VOICE
町民の声　Episode.13

 ● 次世代の子どもたちへ
　「できる」か「できない」ではなくて、どう
すれば「やりたい！」が叶えられるか、思考力
を身に付けていきましょう。

 ● 住みたいと思う町づくりへ
　地産地消を意識して、地域に循環を生み出し、
活性化させていく。
　そして、地元の「好き」を増やしていこう。
　“　I　LOVE　KOURA　”

 ● 町・町議会への提案
　一人ひとりが主体的に生きるための学びを、
町全体へ一緒に届けていきましょう。

こ
う
ら
議
会
だ
よ
り

発
行
／
〒
522-0244  滋

賀
県
犬
上
郡
甲
良
町
議
会
　
TEL 0749-38-5060 FAX 0749-38-3421　

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
HP http://w

w
w
.kouratow

n.jp/
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す
い
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を
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